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　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目
指しながら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム

「地域おこし協力隊」。市で活動する 8 人の隊員たちの
活動を紹介します。
【問】市観光課（☎77・8563）

　3 月 1 日から地域おこし協力隊になりました、竹
下政志です。観光課に所属し、観光協会と協力し
ながら柳川市の PR に努めます。
　本来なら雛

ひ な

めぐり舟やおひな様水上パレードな
ど活気に満ちたさげもんめぐりで仕事デビューと
なる予定でした。しかし、新型コロナウイルスの
影響で、3 月以降のイベントは自粛せざるを得ない
状況に。柳川を訪れた観光客の皆さんが、物足り
なさを感じたのではないかと心配です。
　しばらくはこの情勢をみながら、また先輩方に
教えてもらいながらの活動になりそうです。日本
のベニスと呼ばれ、九州でも有数の観光地柳川で、
新型コロナウイルスが一刻も早く終息してほしい
です。また、観光客が元に戻るように、さまざま
な形で取り組んでいきます。これまで培ってきた
観光業経験を生かし、国や県との連携、旅行や旅館、
バス、特産品など観光関連の事業者との協力、ま
た皆さんの意見も聞きながら柳川の観光を盛上げ
ていきます。どうぞよろしくお願いします。

　皆さん、はじめまして。４月 1 日から地域おこ
し協力隊として活動することになりました、楠田
です。生まれも育ちも熊本市ですが、私のルーツ
のひとつが柳川にあります。曾祖母が柳川の出身
という縁もあり、これまでに観光で度々訪れてい
た柳川。もっともっと関わっていきたいと思い、
地域おこし協力隊に志願しました。どうぞよろし
くお願いします。
　私のミッションは、地域資源の物語を紡ぐプロ
モーション事業。具体的には①柳川の歴史的人物
の魅力を発信すること②立花宗茂公と誾

ぎ ん

千代姫の
生涯を描く NHK 大河ドラマ招致活動③地域の観
光・歴史的資源を発掘して磨き上げ、情報発信す
ることなどです。柳川に来て、観光客として訪れ
ていただけでは知り得なかった柳川の何気ない魅
力に気付かされています。柳川のことについて、
私はまだまだ知らないことだらけです。これから
地域のことを日々少しずつ学びながら、精一杯柳
川のために頑張っていきます。

川下りコース沿いの石碑

魅力ある地域資源の
物語を紡ぎ発信

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

楠田 千佳（43歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川プロモ
ーションを担当

竹下 政志（48歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラッ
トフォーム構築を担当
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